
※食肉センター跡地１台につき1,500円の「環境整備協力金」の負担をお願いします。

砥崎河原（演舞）

14：30 神輿・神馬・獅子舞
妙見中宮

11：30 木馬・鉄砲毛槍
白和幣・籠

12：00 花 奴
12：35 獅子舞
13：15 笠鉾 菊慈童

（以下行列順に紹介・演舞）
14：05 亀 蛇
14：25 飾 馬
16：30 終了予定

市立病院跡地
（熊本総合病院クリニック横）
八代の物産・グルメ展

（妙見座）

宮地小学校グラウンド
（総合案内・実施本部）

11：00～
　笠鉾・亀蛇などを展示
　休憩後順次、砥崎河原へ
　出発

※ハートフルゾーン

八代神社（妙見宮）
10：45 神輿到着
11：15～12：15
　獅子舞（境内・神社前）

八代駅前（演舞）
09：00 子供獅子・子供奴
　　　［行列順に演舞］
10：15～11：30 亀蛇～飾馬

お祭りでんでん館
17：00 納め式

JAやつしろ
（無料）

JAやつしろ
（無料）

市立図書館市立図書館松浜軒松浜軒

市役所市役所

追分
臨時バス停
追分
臨時バス停

路上駐車や迷惑駐車
はおやめください。

※車両の通行はできません。
※自転車も押して歩いてください。
※車両の通行はできません。
※自転車も押して歩いてください。

許
可
車
両
以
外

進
入
禁
止

※規制区域への出入口となります
ので、9：00から18：00まで一般
車両の進入を規制します。
規制看板を設置しますので、進
入に際しては、警備員による
「通行許可証」の確認を実施し
ます。

※規制区域への出入口となります
ので、9：00から18：00まで一般
車両の進入を規制します。
規制看板を設置しますので、進
入に際しては、警備員による
「通行許可証」の確認を実施し
ます。

国道３号線

太陽建機
レンタル

食肉センター跡地

※雨天時など、お上り行列が中止となる場
合、本町アーケード街で笠鉾などを展示
します。

桟敷席販売中
（11月23日砥崎河原マス席）

●後列 32,000円
（前列は完売しました）
※１マス６人まで

DMOやつしろ　☎ 080-7797-3346販売・問合せ
（専用ダイヤル）

■塩屋八幡宮付近（6：30～9：00）
建馬町交差点 → 本町アーケード方面は車両通行止め

■本町一丁目付近（8：00～10：00頃）
旭中央通 → 本町アーケード方面は車両通行止め

■大手町～八代駅前付近（8：30～正午頃）
大手町交差点 → 八代駅方面は車両進入禁止

砥崎河原一般観覧席の場所取りについて砥崎河原一般観覧席の場所取りについて

インターネットライブ配信
（YouTube）
インターネットライブ配信

（YouTube）

　11月22日㈮ 15：00から一般観覧席（右岸階段部分）の場
所取りを解禁します。
【注意事項】
・指定時間より前に設置してあるシートなどはすべて撤去しま

す。スプレーやマジックペンなど観覧席を汚したり、傷つける
ような場所取りは絶対にしないでください。

・スペースに限りがありますので、必要以上の場所取りは遠慮
ください。また、道路や歩道の場所取りはできません。

11月23日（祝）
11：30分～16：30 配信予定
八代妙見祭公式YouTubeチャンネル

関連行事関連行事
■御　夜

11月22日㈮ 17：30～20：30
会場／本町アーケード一帯
笠鉾や亀蛇の展示のほか、各種イベントなどを開催します。

■納め式
11月23日㈷ 17：00～17：30
会場／お祭りでんでん館
笠鉾や亀蛇などが一堂に会し、祭り
を締めくくります。

■八代妙見祭フォトコンテスト
題　　材：令和６年の八代妙見祭期間中
　　　　（10/31～12/1）の行事・風景など
サ イ ズ：四ツ切（254×305）、ワイド四ツ切

Ａ４サイズ
応募枚数：一人３作品まで
応募締切：令和６年12月６日㈮（必着）
提 出 先：
　〒866-8601 熊本県八代市松江城町1-25 
　八代妙見祭保存振興会
　事務取次（文化振興課）
　　　『八代妙見祭フォトコンテスト』係

http://www.myouken.com/
八代妙見祭公式ホームページ

（事務取次 文化振興課）
☎ 070-5819-8246
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※昨年、設置したユネスコシート（有料一般観覧席）は設置しません。
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